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ミャンマー社会におけるムスリム
――民主化による期待と現状――

斎 藤 紋 子

はじめに

本章では，仏教徒が多数を占めるミャンマー社会においてムスリムがど

のような状況におかれているのかを明らかにする。ミャンマーには仏教徒

が多く暮らしているが，仏教以外を信仰する国民も当然存在し，憲法にお

いても仏教の突出した地位を認めつつ，信仰の自由が保障されている（１）。１９８３

年の国勢調査（２）では，全人口のうちムスリムの割合は３．９パーセント（IMD

１９８６，part two５５―５８）とされていたが，実際の割合はもっと多いのではない

かともいわれている（３）。

現在ミャンマーに暮らすムスリムの多くは，植民地時代に英領インド各

地から流入した移民の子孫や，移民とミャンマー土着民族とのあいだに生

まれた人たちである。植民地時代の移民の数と比較すれば少数であるが，

ミャンマー王朝時代に商人等として移住した，あるいは戦争捕虜として渡っ

てきたムスリムも存在する。このような広い意味での「インド系」である

ムスリムが全ムスリムの９割強を占め，このなかでおおよそ半数がヤカイ

ン州に暮らしロヒンギャを自称するムスリムであり，残りの半数がミャン

マー各地に暮らすムスリムである。また，政府公認１３５の土着民族のうちの

ひとつに名を連ねるカマン族はヤカイン州に暮らすムスリムであり，パン

デーと呼ばれる中国系ムスリム，パシューと呼ばれるマレー系のムスリム
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もいる。これら３者と，ビルマ族をはじめとするミャンマー土着民族で改

宗などによりイスラームを信仰するようになった人びとが，全ムスリムの

１割弱を構成する。なお，ミャンマー国内に暮らすムスリムはスンニ派ム

スリムがほとんどであり，シーア派ムスリムとの関係も良好である。

ところで，現在ミャンマー国内でみられる反ムスリム運動や，仏教徒と

ムスリムのあいだに発生した暴動は，２０１２年６月のヤカイン州におけるロ

ヒンギャ族対ヤカイン族の暴動に端を発したといえる。しかし，これらの

暴動や反ムスリム運動のみに注目していては，なぜこのような大規模暴動

が発生し，繰り返され，反ムスリム運動が勢いを得たのかという理由がみ

えてこない。そこで，本章では最初に，軍政下でムスリムが経験していた

困難，とくに民族と宗教の関係について明らかにする。その後，ヤカイン

州での対立をきっかけに，ミャンマー社会のなかでムスリムが可視化され

る過程を考える。そして，ヤカイン州の対立からミャンマー各地に広がっ

た反ムスリム暴動の背景にある，ムスリムに対する偏見の増大について，

実際には軍政下から同様の言説があったことを示す。最後に，反ムスリム

運動が拡大する一方で，平和的共存をめざすさまざまな形態での活動を明

らかにする。

第１節 軍政下での隠れた問題
――さまざまな困難に直面するムスリム――

軍政下においては，ムスリムに限らずミャンマー国民のほとんどが政権

に対する不満を露わにすることもできず，さまざまな不安や困難を抱えな

がら生活をしてきた。しかしそのなかで，とくに「バマー・ムスリム」（４）を

自称する人びとは，ミャンマー文化を受容しミャンマーの土着民族である

という意識を強くもつがゆえに，より多くの困難を感じていた。筆者によ

るインタビュー調査においては，たとえば，国家のために働くという意識

をもって公務員や軍人になっても，宗教が理由で昇進できない，あるいは

仏教行事の際に寄付をさせられ，しないと勤務評定に差し障る，などの体
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験が語られた。本節ではこうした実体験のなかから，１８歳以上（５）のすべての

国民に対して発行される身分証明書の記載事項をめぐる問題をとりあげ，

この証明書の発行や書き換えにあたってムスリム住民が直面した困難を明

らかにする。

この身分証明書の正式名称は「国民検査カード」（Naing-ngan tha sisityei

katpya）（６）といい，ミャンマー国民であるという身分について審査済である

ことを示すものである。身分証明書については，自分の居住する郡から他

の郡に旅行する際に携帯すること，および，自分の居住する郡内であって

も役人が検査のために提示を求めたら従わなければならないこと，が定め

られている。つまり，身分証明書は国民がつねに携帯していなければなら

ない大変重要なものであり，また政府にとっても国民管理の要として大き

な意味のあるものである。したがって，身分証明書はすべての国民に発行

されるのが原則と思われるが，実情は異なる。重要であるからこそ取得ま

でに時間（とお金）がかかるのであり，たとえば紛失してしまったら再発行

は非常に手間がかかるというのがミャンマー国民のあいだで常識となって

いる。一般のミャンマー国民でさえも少々面倒に感じる身分証明書の発行

において，ムスリムはどのような困難を感じるのであろうか。以下，具体

例を挙げる。

なお，身分証明書は図７―１のような様式であり，このなかの民族，宗教欄

にどう記載するかという点で問題が生じている。

国民検査カード
身長
血液型
身体的特徴

名前
父親の名前
生年月日
民族
信仰する宗教

写真 番号
日付

発行者署名
名前
役職

左手親指
指紋

職業
住所

署名

注意 �１ 旅行に出る際には常に携帯す
ること

�２ 紛失・破損の際には管轄の警
察署，郡入国管理人材局に届
け出ること

図７―１ 身分証明書

［表面］ ［裏面］

（出所） 筆者作成。
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身分証明書の民族欄に記載される民族名は，証明書申請時に記入する書

類に基づくのが原則である。しかし，書類に記入しなければならない内容

は非常に多く，家系図などは曽祖父母の代までさかのぼらねばならないの

で，申請者全員の書類が厳しくチェックされ，それに基づいた民族名を記

載されているとは考えにくい。インタビューでの内容からも，実際には発

行の手続きをする担当者によって対応が相当異なるようである。

（例１） Bさんが記入した家系図をみて，曽祖父のひとりがカブール

から英国軍の兵士としてビルマに入ったことがわかり，それを根拠に

民族欄にアフガン（アフガニスタン）と書けと担当者にいわれた。役所

の人たちは，容姿をみて，ミャンマー的特徴以外の特徴が現れている

と，どこか外国の民族を混ぜなければ気が済まないようである。Bさん

は，自分にはビルマ族の血縁が多く，わざわざ曽祖父までさかのぼる

のならそこに含まれる民族名を全部書いてほしいといって，民族欄に

はアフガン＋ビルマ＋ビルマ＋ビルマ＋モンと書いてもらった。Bさん

の妻は曽祖父までさかのぼっても外国の血統が見い出せず，民族はビ

ルマ，宗教がイスラームで身分証明書を出してもらっている。また，

Bさんの息子は両親双方の民族を記載するということで，アフガン＋ビ

ルマ＋ビルマ＋ビルマ＋ビルマ＋モンで出してもらっている（７）。

（例２） Pさんの父親はビルマ族仏教徒だったが，イスラームを学び

イスラームに改宗した。息子である Pさんも自らの意思でイスラーム

に改宗した。身分証明書発行時（１９９０年），民族欄がビルマで宗教欄が

イスラームというのは存在しないことになっている，と役所でいわれ

た。自分は，もともとビルマ族仏教徒であってインド系の血は混ざっ

ていないことを説明したが，なかなか申請を受け付けてもらえなかっ

た。役所は宗教がイスラームなら民族欄は「インド＋ビルマ」といっ

たように記載しなければならないといってきたが，何度も議論をし，

最後には役人が根負けし，民族欄「ビルマ」宗教欄「イスラーム」で

身分証明書を発行してもらうことができた（８）。

186



上記例１でみた Bさんやその息子のように「ビルマ」をいくつも重ねて

記載してある例は稀であるが，民族欄に複数の民族名が書かれている人は

珍しくない。最近は両親の民族を身分証明書の民族欄に記載されることが

多いということで，両親が異なる民族の場合や混血の場合も含め，民族欄

にふたつ以上の民族が書かれている人も増えている。また，同じ親から生

まれた兄弟であれば全員同じ民族が記載されると考えるのが普通だが，兄

弟で民族欄に記載された民族名が異なっているという話も，ムスリムに限

らず複数聞いた。

ムスリムの場合は，軍政下で，民族名をビルマ（あるいはミャンマー）（９）と

のみ記載することはほぼ不可能となったが，これは現在も継続している。

ただし，証明書発行の手続きの際には担当者によって対応が大きく異なる

ため，祖先がどうであれ民族欄に「ビルマ」とだけ記載されている人もい

る。しかし，上記例２のように，仏教徒であれば何の問題もなく民族欄に

「ビルマ」と記載された人でも，イスラームに改宗したことによって民族

が突然変わってしまったような扱いを受けることになる。またこれとは逆

に，自分はイスラーム教徒で民族欄は「イラン（１０）＋ミャンマー」と書かれ

ているが，仏教徒である兄は「ミャンマー」とのみ記載されているという

例もあった。つまり，仏教徒であれば民族が実際に混血かどうかはそれほ

ど問題にされず，ビルマ（ミャンマー）のみの表記が比較的容易に認められ，

イスラーム教徒であれば本当は混血でないにもかかわらずインド系の民族

との混血であるような表記を求められている，というのが実態であろう。

身分証明書の記載については，ムスリムに限られた問題ばかりではない。

しかし，改宗によって民族も変えなければならないような状況や，兄弟で

宗教が異なる場合にみられた例は，ムスリムならではの問題である。さら

に，子どもの身分証明書手続きを学校でまとめてやってくれる場合に，ム

スリムは自分で手続きに行くようにいわれた例など，公式に発行されるべ

き身分証明書ひとつをとっても多くの困難に直面していることがわかる。

軍政下で表面的にはとくに問題なく社会に溶け込んでいるかのようであっ

たが，実際にはムスリムという理由でさまざまな圧力を感じながら暮らし

ていたのである。
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第２節 暴動によるムスリムの可視化

２０１２年５月末，ミャンマー西部のヤカイン州ヤンビィエ町に住む女性が

「ベンガル人ムスリム」（１１）３人から暴行を受けその後殺された，というニュー

スがきっかけとなり，翌６月からロヒンギャ族とヤカイン族のあいだで大

きな暴動が発生した。７月に入ると徐々に下火になるが，その後８月，１０

月と再燃する。政府発表ではこの暴動により１９２人が死亡，２６５人負傷，８６１４

世帯が家を失ったとされる（Republic of the Union of Myanmar２０１３，１）。そ

の後ヤカイン州内でも対立は完全に収束しておらず，ヤカイン州以外にも

反ムスリム感情が広がり，２０１３年３月にはミャンマー中部メイッティーラー

の町で大規模な反ムスリム暴動が発生した。暴動はその後も各地で続き，

一部仏教僧を含む反ムスリム運動（９６９運動と呼ばれる）も活発化している。

２０１４年７月にはヤンゴンに次ぐ都市であるマンダレーにおいて反ムスリム

暴動が発生した。

ヤカイン州の暴動に関連して政府は２０１２年８月１７日に暴動調査委員会を

設置し，２０１３年８月には報告書を出している（Republic of the Union of

Myanmar２０１３）（１２）。この報告書によれば，英国植民地として開発が始まる以

前は，ヤカイン族とベンガル人は宗教や習慣が異なっても互いに問題なく

暮らしており，多くの場合はヤカイン族のもとでベンガル人が働くという

かたちであった。しかし，植民地開発が始まるとベンガル人のみならず多

くの外国人がヤカイン地域に流入し，季節労働者ではなく徐々に定住する

ようになったことで摩擦が生じるようになったとされている。そしてヤカ

イン族以上に人口増加が速く，双方で通婚もないまま別々に暮らしていく

うちに，低賃金の労働を含めた仕事が徐々にベンガル人にとって代わられ，

一部のベンガル人は仕事で成功をおさめるに至った。とくに１９４２年第２次

大戦中，マウンドーとブーディータウンにベンガルから大勢で攻め入られ，

ヤカイン族が殺害され住むところを奪われたという記憶は今でも忘れられ

ないものであり，互いに対する信用を崩壊させたのだという（１３）。

その後，１９８０年代，１９９０年代に数回，双方で対立が起こっているが，大規
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模な暴動に至らずに収束している。しかし，「双方での殺害の繰り返しや，

ベンガル人によるヤカイン族への犯罪などによって，互いのコミュニティー

に対する不信感は増大していった」（Republic of the Union of Myanmar２０１３，

７）とあるように，２０１２年に発生した暴動はこれまで抑えられていた感情が

爆発し，軍政下であれば軍や警察がすぐに制圧したであろう状況であった

にもかかわらず，現政権は軍をすぐに出動させることはせず，結果的に暴

動が拡大した，と推測できる。

つまり，ヤカイン州で発生した暴動は以前から存在した不信感を表出す

るものであり，さらに，ヤカイン州以外ではあまり意識されることのなかっ

た「ロヒンギャ」を自称する「ベンガル人ムスリム」がヤカイン州に多数

居住している，ということを多くのミャンマー国民に改めて自覚させるきっ

かけとなった。それと同時に，国内には多くのムスリムが暮らしているこ

とも再認識され，徐々に反ムスリムの動きが強まっていき，その結果２０１３

年３月，メイティーラでの小さな喧嘩を発端とした大規模暴動につながっ

た。

なお，ベンガル人ムスリム，自称「ロヒンギャ」については本章で詳細

にとりあげないが，こちらもさまざまな問題が山積している（１４）。暴動によっ

て難民となった「ロヒンギャ」の人びとも多く，一部は身分証明書の紛失

等により不法移民とみなされている。さらに，２０１４年３月末の国勢調査の

際には，彼らが民族名を「ロヒンギャ」と答えるのであれば調査は受けさ

せないなど，「ロヒンギャ」問題は政府主導で動かなければ容易には解決で

きないと思われる。テインセイン大統領は「国内にロヒンギャという土着

民族は存在しない」と何度か公式に発言し，２０１２年７月には国連に対し，

ロヒンギャの第３国での受け入れを提案したが，却下されている。

ヤカイン州での暴動そのものだけでなく，その報道においても，これま

で抑えられていたムスリムに対する偏見が表出するきっかけとなった。２０１２

年５月２８日に発生したヤカイン州での女性暴行事件が国営紙（ミャンマーア

リンおよびチェーモン）で報じられたのは６月５日であったが，同じ紙面に，

ヤカイン州タンドゥエからヤンゴンに向かうバスに乗っていたムスリム１０

人が６月３日，ヤカイン族の暴徒集団によって殺害されたという記事も掲

第７章 ミャンマー社会におけるムスリム
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載されていた。もちろんこれは偶然事件が重なったわけではなく，暴行事

件に怒りを感じていたヤカイン族が，用事でヤカイン州を訪問していたム

スリムの乗ったバスを襲撃したものである（Republic of the Union of Myanmar

２０１３，８）。ここでムスリムが問題としたのは，ムスリム１０人殺害についての

記事で使われた「ムスリム・カラー」という語彙である。（なお，同日付の英

字紙にも同じ記事が掲載されているが，こちらでは「ムスリム」とのみ表記され

ている。）

記事に使われた「カラー」という語彙であるが，これは宗教に関係なく

南アジア系の人びと，あるいは西アジア地域の人までを含めての呼称であ

る。「カラー」と呼んでいる側は否定するが，呼ばれる側は蔑視表現と認識

しており，近年は出版物や報道でもこの「カラー」という語を使用するこ

とはなかった。ところが，この記事においては，タイトルでいちど，本文

中に４度も「ムスリム・カラー」と書かれていたために（１５），ムスリムの怒

りを買ったのはもちろんのこと，一部の出版・報道関係者からも「ヤカイ

ン州内での緊張が高まりつつあるなかで，民族問題，宗教問題を助長する

ような語彙の使用には注意すべき」という声が上がった。

これに対する情報省の対応は素早く，翌日の国営紙には「国内に暮らす

イスラームを信仰する人」と読み替えてほしいという訂正記事が掲載され

た。しかし，軍事政権の時代に厳格な検閲制度を設け，政府の意向に沿っ

た記事のみを掲載していた国営紙の記事であったため，ムスリム組織は，

差別的用語を使用し社会不安を煽ったとして強く抗議している。事件が新

聞に掲載された６月５日には，ヤンゴン中心部のスーレーパゴダとその西

側にあるベンガルモスクのあいだで，ムスリム１０人殺害に対する公正な調

査要求と，報道でのムスリム・カラーという用語使用に反対するムスリム

が集まり，抗議活動が行われた。また，このムスリム・カラーという用語

をメディアが使用したことにより，ベンガル人ムスリムの怒りがいっそう

増大し，その後のヤカイン州内での暴動激化につながった，と暴動調査報

告書にも述べられている（Republic of the Union of Myanmar２０１３，９）。

また，ムスリムへのインタビュー調査の際には，女性暴行事件の記事に

ついても犯人の書き方について悪意を感じるという指摘があった。つまり，
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仏教徒が婦女暴行事件を起こした際には，記事にならないものもあり，記

事になってもわざわざ「仏教徒」と書かれない。今回は容疑者３人の名前

の後ろに（ベンガル人／イスラーム）とそれぞれ記載されていたが，意図的に

民族と宗教を入れたのではないかと言及する人が複数存在した。

このように，ヤカイン州での女性暴行事件とそれに端を発したムスリム

襲撃事件が国営紙に掲載され，そこに「ムスリム・カラー」というこれま

で報道では使用されてこなかった語彙を国営紙が使用したという事実も全

国に知れ渡った。そしてヤカイン州でのムスリムへの襲撃とムスリム・カ

ラーという語彙の使用についてヤンゴンで抗議行動が行われ，それがメディ

アでとりあげられたこともあり，ヤカイン州の出来事ではなく，自分たち

の身近なところにもムスリムが存在することを再認識するに至ったのであ

る。インターネットでの情報配信やソーシャルネットワーキングサービス

の利用が増加し始めた時期でもあり，この時期以降，ベンガル人ムスリム

（ロヒンギャ）に限らず，国内のムスリムに対して反感を増幅させるような

情報が増えだしたのも，翌年の反ムスリム暴動へとつながったのであろう。

第３節 反ムスリム運動

前節では，ヤカイン族とベンガル人ムスリム（ロヒンギャ）の対立によっ

て，ミャンマー国内のムスリムの存在を多くのミャンマー国民が改めて自

覚するようになったことを述べた。そしておそらく，表面化していなかっ

たがもともと存在した反ムスリム感情が，メディアをとおして流される情

報や仏教僧侶を中心とする反ムスリム運動によって継続し，きっかけがあ

れば爆発するという状態に至ったと推測できる。

軍政下でも反ムスリム暴動は何度か発生しているが，軍が出動して鎮圧

し，他の地域には拡大していない。また筆者がインタビュー調査を行った

際には，軍政下では国民の不満を逸らすために意図的に暴動を発生させた

という説も耳にした（１６）。２０１２年６月当初も，意図的な扇動者がいるという

説は浮上した。それは，軍政下では禁止されていたストライキやデモを，
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政府の反応を見極めつつ実施するようになった時期に重なっており，工場

労働者の賃上げ要求ストライキや停電回避要求デモなどに注目が集まるの

を避けようとしたのではないか，ともいわれていた（１７）。しかし，ヤカイン

州のヤカイン族とベンガル人ムスリムの対立状況は，ベンガル人ムスリム

の処遇問題もあり容易に解消できるものではなく，何度も暴動が繰り返さ

れている。反ムスリム運動も継続し，ミャンマー各地で小さなきっかけか

ら暴動に発展したり，暴動を扇動したりする状況が続いている。

反ムスリム運動は，Time誌２０１３年７月号で「仏教徒テロの顔」として表

紙を飾った仏教僧侶ウー・ウィラトゥーを中心に展開されている。２０１２年

末頃までにはウー・ウィラトゥーという名前が徐々に浸透していたようで

あり，筆者が２０１３年２月下旬（ヤンゴン）および３月中旬（マンダレー）に調

査に訪れた際には（１８），ウー・ウィラトゥーの名前とともに，「９６９」という

３桁の数字も浸透していた。

「９６９」という数字は，仏教における三宝（仏・法・僧）を表しており，そ

れぞれの数字は，仏陀の９徳，法の６徳，僧伽の９徳のことで，仏教徒に

とって高貴な素晴らしい数字だという（Hsaung Thwe Khin（Sibwayei）２０１３，

４８）。「９６９運動」とも呼ばれる反ムスリム運動において，この数字は，ミャ

ンマーや南アジアでムスリムが使用している７８６という数字（後述および注１９

参照）にも似た仏教徒であるシンボルとされ，仏教旗を背景にビルマ数字の

９６９をデザインしたステッカーが９６９運動支持者によってヤンゴンやマンダ

レーの市内で配布されていた。このステッカーは店舗の目につくところに

貼り，ムスリムの経営する店舗ではなく仏教徒の経営する店舗で食事や買

い物をするよう，９６９運動支持者が求めていたようである。また，同じデザ

インのついたウー・ウィラトゥーを含む複数の高僧の説法 DVDや CDも配

布されていた（１９）。

僧侶の説法は，イスラームが拡大して仏教が消滅するかもしれないので，

自分たちの民族，言語，宗教（仏教）の保護を説いたものだとされる。しか

し，実際の説法の内容は，「イスラーム教がもともと仏教の繁栄していたイ

ンドネシア，マレーシア，パキスタン，アフガニスタンなどの国々に入っ

ていき，イスラーム国家に変えてきたのであるから，ミャンマーも今後心
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配である」「ムスリムは妻を４人娶って子どもをどんどん産み，ミャンマー

をイスラームで呑み込もうとしている」「無知な仏教徒女性をだまして結婚

し，無理やりイスラームに改宗させ，仏教徒女性としての権利をすべて奪っ

ている」といったもので，こうした状況から仏教と仏教徒を守らねばなら

ない，としている。僧侶の説法は DVD，CDのみならず，実際に住宅地に

ある広場等で行われることもあり，また同様の内容は支持者のフェイスブッ

ク等を介して多くの人が目にしている。

こうした反ムスリム運動や暴動発生の要因を考えるに当たり，ここでは

これまで表面化してこなかったムスリムに対する偏見について，軍政下で

未検閲のまま非公式に流通していた書籍の内容からいくつか例を挙げる。

これら書籍に書かれた内容は，現在の反ムスリム運動や個人的なムスリム

攻撃においてたびたびとりあげられる内容と共通している。また，軍政下

では未検閲，非公式なものであったこうした出版物の一部は，現在では反

ムスリムを謳うウェブサイトに掲載されており，容易に読むことができる

状態にあることからも，軍政時代からの継続性が見て取れる。

ムスリムに対する嫌悪を増幅させるような出版物が存在することは，い

くつかの本でも指摘されている（Selth２００３，９―１０； Fink２００１，２２５―２２６）。こ

うした未検閲出版物のうち，筆者が入手できた小説や解説書６冊（参考文献

参照）の内容をみていく（２０）。これら６冊だけをみても，類似する内容やまっ

たく同じ文章が書かれている箇所がみられ，一部加筆修正などを繰り返し

ながら何度も発行されていたと推測できる。また，未検閲，販売不可とい

う状況のもとで，反ムスリム感情醸成とどの程度関連していたのかについ

ては，古本屋が公然とではないが扱っていたこと，および繰り返し発行さ

れていたことから，本に需要がある，つまり読者がいて関心をもたれてい

たと考えられる。

ムスリムを描いたこれらの出版物においては，「ムスリム」あるいは「イ

スラーム教徒」という単語以外にもムスリムを指すいくつかの表現が使わ

れており，前節でもみた「カラー」という単語は頻繁に用いられている。

とくに強調している箇所では「ムスリム・カラー」「チッタゴン・カラー」

「悪者カラー」「悪者イスラームカラー」などと表現されている。さらに，
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これらの言葉以外に以下の例を挙げる。

すべてのニシキヘビは目的をふたつもっている。１．ミャンマー経済

を呑み込むこと。２．ミャンマー民族と宗教を呑み込むこと。このふた

つの目的で来た人ばかりである。ミャンマー人たちの何十万，何百万，

何千万を超える額の経済も呑み込まれてしまい，現在も呑み込んでい

るところであり，将来も呑み込み続けるであろう。数で示せないほど

多くのミャンマー土着民族女性も彼らに呑み込まれてしまっており，

今も呑み込まれつつある。（Shwe Don Bi Aung n.d.b,５０）

もし努力せず人びとが軽く考えて暮らせば，昔，全土に仏教が普及

していたインドとインドネシア（が現在仏教国でない）のように，人間

ニシキヘビである悪者ムスリム・カラーにきれいに併呑されてしまう

にちがいない。（Anonimous n.d.a,５）

このように，「ニシキヘビ」または「人間ニシキヘビ」という表現が，ビ

ルマ民族・宗教・経済を呑み込むムスリムを表すものとして用いられてい

る。現在は「ニシキヘビ」よりも「呑み込む」という表現が多用されてお

り，ミャンマー国民がムスリムに呑み込まれて消滅，という恐怖を煽る表

現のひとつである。

小説には，ムスリム男性とビルマ族（あるいは土着民族）仏教徒女性との

結婚，あるいは事件に巻き込まれて暴行されるという話が描かれる。女性

はムスリム男性との結婚でひどい目にあった，もしくはあわされそうになっ

た，あるいはひどい暴行を受けたという展開をたどる。以下に例を挙げる。

私には子どもが授かりませんでした。結局（夫の）店で働く４人のカ

ラーの相手を順にさせられました。拒否すると口元を布で縛られて死

ぬほど殴られました。こうして，カラー５人の妻として１年以上暮ら

さなければなりませんでした。（Shwe Don Bi Aung n.d.a,４４）
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（暴動が起こったと聞いて隠れていたが）家に火をつけられたので逃げ

出したところでカラーにつかまりました。カラーたちが父にひどく暴

行を加えているのをみて私は心臓がドキドキし，大声で泣き叫びまし

た。（中略）そして，最後には私に矛先を向けました。（中略）３０人ほど

のカラーが父の前で私を乱暴しました。私は死ななければだめだと思

い，恥ずかしさと恐怖のために命をも顧みず，暴れまわり力がなくな

るまで大声で叫び続けました。こんなに死にたいと思ったことはあり

ません。（Shwe Don Bi Aung n.d.a,７４―７５）

このような女性の耐え難い体験が具体的に描かれ，ムスリム男性は暴力

的であり女性を性的に搾取しているという強烈な印象が与えられる。また，

上述の例ほど強い描写ではないが，夫となったムスリムからひどい扱いを

受けること，ムスリムはお金を使ってミャンマーの女性を手に入れようと

していること，複数の妻をもっていること，イスラームに改宗させること，

などがその他の小説によっても示される。さすがに，こうした内容が反ム

スリム運動を展開する僧侶の口から直接的に語られることはない。しかし，

ムスリム男性に嫁いでひどい扱いを受けて逃げてきた女性を保護した，と

いうことで何度かメディアの前で僧侶が女性とともに会見をするなど，ミャ

ンマー女性がムスリムに苦しめられるという印象を与える点では共通して

いるといえる。

小説以外の解説書では，ムスリム側がミャンマーに入り込むことを推奨

している証拠に，ムスリムの経済的・社会的団結，「７８６」（２１）や半月の印があ

る店での買い物の奨励，ミャンマー女性との結婚促進，仏教徒女性を妻に

した場合の，女性の地位や学歴に応じた報奨金贈与などが書かれている。

また，前述の反ムスリム運動で僧侶の説法の例に，ムスリムが４人の妻を

娶り人口増加を企んでいる，といった話を挙げたが，同様な説明はこれら

出版物にもみられる。また，ムスリム経営の店舗の看板に小さく書かれて

いる「７８６」という数字の意味についても，「それぞれの数字を足すと２１に

なる。２１世紀に，ムスリム・カラーたちが仏教を呑み込み，ムスリム国家

を建設し，ミャンマー土着民族すべてを呑み込み，カラー国家を建設する
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という目的である」（Anonimous n.d.a,９８）と説明し，現在もこれが引用され

る。

ムスリムがミャンマーの民族・宗教（仏教）・経済を呑み込み，最終的に

は国家までもが呑み込まれる恐怖を感じさせ，ムスリムおよびイスラーム

は危険だとするイメージは，軍政下では上記のような出版物を経由し，非

公式なものとして扱われていた。反ムスリム感情を増大させるような内容

は引き継いでいるが，現在では僧侶の説法や，フェイスブック，ユーチュー

ブなど新しい媒体をとおして拡大していくのである。

第４節 平和集会の開催
――相互理解と国内安定に向けて――

前節でみたようなムスリムに対する反感拡大の動きがある一方で，宗教

の枠を超えた平和集会が開催されていることも注目すべきであろう。反ム

スリム運動を先導するのは僧侶であるが，平和集会にも僧侶が出席しそれ

ぞれの信仰を大切にと説くといった，平和的共存を模索する動きがある。

また，「集会」というかたちをとらないものや，とくにイスラーム組織にお

いて，これまでであればイスラームの記念式典の色が強かったところに，

さまざまな組織からの参加を求めて相互理解を深めていく試みなどがみら

れる。軍政下でもこうした宗教間平和会議のような動きはあったが，民主

化によってたくさんの人が集まる会議等を開催するのが容易になったこと

も集会の開催理由のひとつと考えられる。

平和集会の主催者はさまざまである。いくつか例を挙げると，２０１３年１０

月１～２日にヤンゴン市のティーダグー世界仏教大学で開催された平和，

協調，共存に関する世界宗教会議はアメリカ合衆国ワシントン市にある

Institute for Global Engagementとティーダグー世界仏教大学（ヤンゴン）が

主催し，５つの宗教の指導者らが参加した（DVB２０１３）。海外からの宗教関

係の知識人，学者を含むこのような会議は，国民の安全，平和，共存にとっ

て重要な一歩であると国民民主連盟党首のアウンサンスーチー氏からの祝
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辞に記されていたという。

また，２０１４年２月２７日にマンダレー市のマソーイェイン僧院で開催され

た宗教間平和共存ワークショップは，宗教間親睦青年福祉組織と教育およ

び開発基金が主催した（Aung Ko Oo２０１４）。僧侶と各宗教の若者が参加した

ワークショップでは，互いにもっと議論していくことが必要であり，それ

ぞれの民族や宗教ごとに文化や教義があることについて理解せず，教えに

も従わないことで争いが起きるため，相互理解が必要であるといったこと

が述べられている。

こうした平和集会はさまざまなかたちで，各地で行われ，主催者も海外

の組織が含まれる場合や，国内の若者の組織が中心となる場合など，つね

に同じ組織が動いているわけではないことがわかる。また，集会というか

たちでない活動もある。２０１３年４月５日の Democratic Voice of Burmaの記

事によれば，Pray for Myanmarという宗教間理解を進める若者グループが，

ヤンゴン市内の交通量の多い場所で「私のせいで民族・宗教対立を起こし

てはならない。民族・宗教差別をしないミャンマー国民」などの文章が書

いてあるステッカーや Tシャツを配布したという（Shwe Aung２０１３）。同グ

ループによれば，多くの人は好意的に受け取ってくれたが，一部の人は受

け取った後で捨てたり，受け取らなかったり，脅してきたりした。さらに，

報道関係者だという人には電話番号を聞かれ，後で，お前たちはビルマ人

ではないのか，カラー（ムスリム）と組んで何をするのだといって電話で怒

鳴ってくる人もいたという。このグループには仏教徒以外の若者も仏教徒

とともに参加しており，同様な活動を各地で実施する予定があるとのこと

である。

平和共存を求める活動のなかで，とくに上記のような若者を中心とした

グループの特徴は，これまでしばしばみられたような民族別，宗教別の組

織のかたちをとらない，最初から相互理解を目的とした若者が集まるグルー

プが多いということであろう。また，最近はネットワークというかたちで，

目的に応じて参加者あるいは参加グループを募るような，緩やかなまとま

りでの活動も増えているという。

また，反ムスリムの影響を直接受けているムスリムらは，イスラーム関
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連の式典等にさまざまな組織から参加してもらい，式典で祝辞を述べても

らうことによって結果的に平和集会のような意味合いをもたせ，相互理解

を深めるようになっている。たとえば，イスラームとほぼ関連なしで行っ

た式典には，２０１３年１月２０日にヤンゴン市のストランドホテルで開催した

ウー・ラザク生誕１１５周年記念式典がある。ウー・ラザクはムスリムである

ことからムスリムの人びとにとって特別な思いがあるが，信仰にかかわら

ず，植民地時代，英国からの独立獲得のため力を注ぎ，アウンサン将軍と

ともに暗殺された人物のひとりである。また，マンダレーではビルマ人の

ための教育を考えて民族学校を創設した愛国者として名高く，民主化後の

２０１２年１月にマンダレー市でイスラーム組織主催の式典開催を準備した際

には，ムスリム以外でも参加希望者が多く，急遽ムスリム以外も含めた準

備委員会を立ち上げたそうである（２２）。この状況もふまえ，翌年の２０１３年の

式典は最初からさまざまな人が式典開催準備委員会に名を連ね，委員長兼

司会には，軍事政権を風刺の対象にし，投獄と釈放を繰り返されたコメディ

アンのザーガナー（２３）が就任した。各界の知識人や民族組織の代表，宗教組

織の代表，仏教に関しては僧侶を招待し，それぞれに祝辞を読んでもらい，

当日の参加者は１０００人ほどになったようである。

この式典に参加したムスリムに話を聞いた。２０１３年１月ということで，

メイティーラでの反ムスリム暴動が発生する前ではあるが，ムスリム以外

のさまざまな人びとが式典に参加してくれるということは平和友好，諸宗

教間での平和共存に少しでも関心をもっているからこそだと思うとのこと

であった。ムスリムが主催し，自分たちだけの平和集会で自分たちから平

和についていくら話をしても注目してもらえず，かえって逆効果にもなり

得る。そのため，式典に参加した民族組織の代表や宗教組織の代表，僧侶

らに話をしてもらうことによって，自分たちムスリムだけでなく多くの人

が平和に共存することを望んでいるというのを知ってもらう方がよいとの

ことであった。利用しているように受け取る人もいるかもしれないが，反

ムスリム感情が蔓延している現状においては，この方法が最良と考えてい

る，と彼はいっていた。（２４）

以上のように，反ムスリム運動が活発化し注目が集まるなか，平和を求
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めてさまざまなかたちでの活動もなされていることが明らかである。反ム

スリム運動には僧侶もかかわっていることから，説法会などで違和感をもっ

ても僧侶に反論するのは仏教徒としてためらわれ，その場から離れること

で反ムスリム運動とは距離をおく人がいるという。そうした人たちがさま

ざまなかたちで，本節で扱ったような相互理解を深める活動にかかわって

いければ，無用な対立は減少していくのではないかと思われる。

おわりに

軍政下では一般のミャンマー人にはみえないところでさまざまな困難に

遭遇してきたムスリムであるが，民主化によって自分たちのおかれた状況

は改善し，差別も徐々に解消され，自分たちの権利も認められるようにな

るのではないかと期待を寄せていた。しかし，民主化されて１年とすこし

経過した２０１２年６月以降，ヤカイン州で発生したヤカイン族とベンガル人

ムスリム（ロヒンギャ）のあいだの暴動により，ミャンマー人社会に存在し

た反ムスリム感情が表面化することになった。

軍政下で，ミャンマー文化を受容し社会に溶け込んでいるかにみえたム

スリムは，実際には身分証明書ひとつをとっても宗教がイスラームであれ

ば民族は必ずインド系民族と混血の表記に，といったような不本意な扱い

を受けていた。民主化後は暴動がきっかけとなり，「ベンガル人ムスリム」

がヤカイン州に多数存在することが表面化した。同時に，当時の報道での

「ムスリム・カラー」という用語の使用に対する抗議行動は，ヤカイン州

のみならず国内各地，自分の身近なところにも多くのムスリムが居住して

いることを多くの国民が改めて認識することにつながった。

軍政下では軍によって規制されてきたさまざまな活動が可能になり，反

ムスリム運動が継続的に行われることによって状況は悪化し，結果的にミャ

ンマー各地で小さなきっかけから暴動へと発展することとなる。反ムスリ

ム運動において，表面的には仏教保護を謳いつつ，イスラームがミャンマー

を呑み込んでしまう危険な存在であるといった内容を，僧侶の説法を使っ
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て，あるいはインターネットなどの媒体を使って広めていくのは新しい手

法ではある。しかし，実際には同じような内容の未検閲書籍が軍政時代か

ら出回っていた。反ムスリム感情は以前から根深く存在していたのである。

その一方で有志による平和集会が開催され，ムスリムが平和共存を語る

だけでなく，さまざまな宗教指導者や一般国民が平和共存について考える

ようになっている。これまでは宗教別，民族別組織での活動が多かったが，

若者たちはネットワークという緩やかなまとまりで必要に応じて協力する

活動形態をすでに活用している。反ムスリム運動も継続しているが，ムス

リムの側も実際には一枚岩でまとまっているとはいえない状況にあり，彼

ら自身もこうした状況をどうしていくべきか考える必要があると思われる。

そして，マジョリティである仏教徒ミャンマー国民がムスリムとどう共存

していくのか，ビルマ族保護，仏教保護と内向きになるだけでなく，今後

はもっと議論を深めていかねばならないだろう。

〔注〕

�１ 詳細は土佐（２０１０，４―３，４―４）。
�２ ２０１４年３月末，約３０年ぶりに国勢調査が行われた。２０１４年８月末には一部項目の
暫定データが公開され，２０１５年５月末にはメインレポートが出されたが，民族，宗
教を含む一部統計は来年の発表になるとのことである。

�３ ミャンマー全人口に占めるムスリム人口は１０パーセントほどと推測される（斎藤
２０１２，５―６）。
�４ 「バマー・ムスリム」は，ミャンマー文化を受け入れたムスリムが自称に使用する
ことが多いが，ビルマ語で「バマー」といえば，ビルマ族という「民族」のみを指
す場合と，それに加えて仏教徒という「信仰」を含んで用いられることも多い。詳
細は斎藤（２０１２，５―６）を参照。

�５ 最初の登録は１０歳と定められているが，１８歳で初めて登録という人も少なくない。
�６ １９８２年ビルマ国籍法およびその関連法である１９８３年ビルマ国籍法関連規則に基づ
いて発行されている。なお，１９８２年の国籍法においては国民以外に新たに準国民お
よび帰化国民というカテゴリーが設けられたが，このカテゴリーに分類された人び
ともそれぞれ「準国民検査カード」「帰化国民検査カード」が発行されている。
�７ ２００５年１１月２２日ヤンゴン市内にて。
�８ ２００５年１１月１９日ヤンゴン市内にて。
�９ 身分証明書の民族欄を「ビルマ」（ビルマ語でバマー）とするか，「ミャンマー」
（ビルマ語でもミャンマー）とするかは役人の裁量による。

�１０ シーア派に属しているので民族名にイランを入れられたとのこと。
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�１１ 新聞にはロヒンギャ族ではなく「ベンガル人ムスリム」と書かれており，政府も
ロヒンギャ族という民族は存在しないという見解を貫いている。バングラデシュ
（ベンガル地方）出身者ということで「ベンガル人ムスリム」とされている。

�１２ 報告書は英語とビルマ語で出されている。なお，暴動調査委員会設置の際のメン
バーは２７人であった（Myanma Alin,１８August２０１２）が，報告書では２５人がメンバー
となっている（Republic of the Union of Myanmar２０１３，８２―８３）。人数減についての
理由には触れられていないが，メンバーから外されたのはイスラーム評議会本部
（Islamic Religious Affairs Council）から参加していたふたりであり，現地での調査
や報告書作成の際に政府方針よりも踏み込んだ意見を何度も出したために委員会に
呼ばれなくなった（正式に委員を除名されたわけではない）のだと思うとのことで
あった。（２０１３年２月２４日ヤンゴン市にて上記ふたりのうちのひとりにインタビュー）。

�１３ 詳細は Republic of the Union of Myanmar（２０１３，１―８）。
�１４ 本章最終稿提出前の２０１５年５月頃から，タイ，マレーシア，インドネシア付近で
多数のロヒンギャ族やバングラデシュ出身者を乗せた船が漂流するという状況が発
生した。以前からこうした問題はあったが，今回は人身売買組織の摘発もあり，一
度に複数の船が行き場を失ったと思われる。５月末にはタイで船上難民に対する関
係国対策会議が開かれた。

�１５ 国営紙の事件報道は２紙とも同じ内容のため，「ムスリム・カラー」という語の使
用回数も同じ。

�１６ ２００３年１２月２３日，ヤンゴン市イスラーム評議会事務所にてインタビュー。
�１７ ２０１２年６月１１日，ヤンゴン在住の知人とメールでのやり取りから。
�１８ この時期は第２節で述べたメイッティーラーでの大規模暴動の前であり，国内数
カ所で仏教徒とムスリムのあいだで小競り合い等が散発した時期とも重なっている。
�１９ ２０１３年２月２０～２４日，ヤンゴン市にてインタビュー調査。３月１３～１７日，マンダ
レー市にてインタビュー調査。

�２０ 反ムスリム出版物に関する詳細な分析は斎藤（２００８，６２―７５）を参照。
�２１ ミャンマーでは，数字の７８６はムスリムの経営する会社や店の看板，あるいは会社
名の入った名刺などに小さく書かれていることが多い。アラビア文字はすべて数字
に置き換わるとのことで「慈愛あまねくアッラーの御名によって」という意味のア
ラビア語を数字に直したものであるという（Chey１９９５，appendix）。

�２２ ２０１２年２月２２日，マンダレー市イスラーム評議会事務所にてインタビュー。
�２３ ザーガナーはビルマ語でピンセット，毛抜きという意味。チクチクと権力者を風
刺することからこの芸名になったという。

�２４ ２０１３年２月２１日ヤンゴン市内でインタビュー。
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